
令和４年度 大阪府立日根野高等学校 第２回学校運営協議会 

 

日時 令和４年10月21日 

15時45分～ 

進行 教頭 川瀬 治彦 

記録 教諭 佐藤 祐哉 

 

１校長挨拶 

   日根野高等学校の現状について 

 

２協議案件 

1)令和４年度「学校経営計画」の進捗状況について 

・中学生進路希望調査(10月)の結果 

今年度はやや減少。佐野高校の制服が新しくなる影響か。 

・学習状況 

自宅学習時間について。目標80分。R4は62分。 

・コース別調査 

看護医療、幼児保育系に関しては目標通り。 

・クラブ加入率 

1年生は62.8％と増加傾向にある。 

・転退学者 

現段階では０人。年度末に向けて、１，２人出るかもしれない。 

 

2)本校34期生(令和４年度卒業予定)の現在の進路状況について 

・専門学校は歯科衛生士と動物看護系が人気。美容学校の人気も高く 

なっていて、今年度は不合格者も出ている。 

    ・芸術系は入試内容が難しく、倍率も高いので、画塾に行くなど早め 

の対策が必要である。 

・今年度、共通テストの受験者数24名予定。 

学校斡旋就職は１名。アルバイト先からの就職が１名。 

公務員志望者７名。 

 

3)質疑応答・意見交換 

＜委員＞進路確定者の学力維持に関して。 

 

    ＜ A ＞今年度２学期より考査の欠席・点数が悪化状況に。 

進路決定者の意識改革の為にも、集会を開く。 

 

 



＜委員＞看護学校「３年制」と「４年制」の入学状況について。 

 

    ＜ A ＞入学後ゆっくり学びたい意識を持つ生徒が多くなって 

きているため、４年制が増加傾向に。 

 

＜委員＞「関関同立」「産近甲龍」などの表現が気になる。 

人権的に中学校では使わないように意識してきた。 

 

＜委員＞自分のやりたいことができる学校というイメージ。 

 

＜委員＞保護者の立場としても、進学に向けて準備が必要。 

保護者向け進路説明会が早くから（１・２年から） 

あることで子どもとの話づくりになる。 

 

4)その他 

・今後の日程 

第３回学校運営協議会 令和５年１月20日(金) 15：45～ 

 

 

 


